
節
二
十
三
谷

リ
､
州
な
り

と
あ
る
｡

㊥
近
江
典
地
芯
略
谷
之
四
､
磁
路
に

偽
紳
越

或
は
五
倍
越
と
も
い
ふ
､
五
倍
村
よ
り
英
紙
牌
土
岐
多
縦

材
に
川
づ
る
間
泊
地
｡
そ
れ
ま
で
(
小
牧
託
鷹
長
五
年
)
は
知
る
人
な

節
二
蚊

704ハ

二
田

か
り
L
に
払
紳
(
小
牧
散
､
氏
神
鼻
舵
頭
載
弘
)

勧
め
て
泡
路
と
せ
し

故
に
鳥
紳
越
と
は
い
ふ
也
｡

と
あ

り
､

仝
窃
埠

七

十
五

㌧
犬
上
郡
鱒
二
に

立
脚
越

弟
淡
に
越
ゆ
る
逆
な
り

と
あ
る
｡

岐
阜
願
土
岐
日
度
目
粘
土
に
就

い
て

杉

山

精

一

(
こ

緒
言

(
二
)
韓
地

(
≡
)
様
相

の
沿
革

(
料
)
産
地
附
妃

の
地
封

(
五
.)
蛇
口
粘
土
の
分
布
及
産
出
状
態

(
六
)
球
粥
の
現
状

(
七
)
水
姑
方
法

(
A
)
地
目
粘
土
の
性
封

(
九
)
地
目
粘
土
と
都
路
と
の
捌
傾

向
､

緒

言

近
時
日
本
の
窯
業
は
急
速
に
聴
連
し
､
陶
磁
器
業
の

如
き
も
長
足
の
進
歩
登
展
覧
不
し
､
晶
質
の
優
良
と
憤

格
の
低
廉
と
相
伐
っ
て
海
外
輸
出
額
著
し
-
噂
加
し
､

昭
和
八
年
度
に
於
三

二
千
五
百
六
十
三
蔵
三
千
園
に
上

･C/

其
世
界
市
場
に
最
高
位
を
占
ひ
る
日
も
近
さ
賂
裸

に
あ
る
と
期
待
せ
ら
れ
る
'
何
か
も
其
抽
出
物
の
過
単

を
占
ひ
る
は
我
糞
塊
燦
で
昭
和
八
年
度
の
生
産
額

1
千

二
膏
二
十
高
閲
に
達
し
益
々
隆
盛
は
赴
か
ん
と
し
て
ゐ

る
○本
邦
に
於
け
る
陶
磁
器
の
原
料
に
し
て
古
楽
そ
の
品

磐
の
優
良
む
以
て
箱

へ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
に
は
土
岐
口

腔
目

･
川
口
蛙
日
等
が
あ
る
､
而
し
て
土
岐
口
蛙
日
粘



土
は
特
に
著
名
の
原
料
で
菅
に
美
濃
焼
の
主
要
素
を
な

す
の
み
な
ら
ず
p
良
男
悦
料
に
乏
し
き
日
本
に
於
で
賓

に
問
賓
的
慨
値
む
有
す
る
も
の
で
あ

る
｡
然
る
に
此
土

岐
口
蛙
日
は
漸
次
掘
了
は
近
づ
き
今
で
は
其
採
掘
も
菅

ほ
ど
盛
で
な

い
の
は
蔵
に
心
細

い
戚
を
抱
か
せ
る
､
鑑

に
本
粘
土
が
現
在
如
何
は
採
掘
さ
れ
'
如
何
に
使
用
さ

れ
る
か
む
述
べ
'
俳
で
今
後
之
に
代
る
べ
dJ原
料
を
求

む
る
rJ
と
が
目
下
の
急
落
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
た
い

と
恩
ふ
｡〓
'
産

地

蛙
日
精
土
産
地
は
中
央
線
土
岐
津
輝
の
璃
方

一
､
五

粁
駄
知
鎖
道
土
岐
口
輝
の
東
に
近
い
丘
陵
地
で
､
大
河

脱

･
迫
榛

｡
辛
樺
等
の
字
を
含
み
'
北
及
び
東
は
土
岐

川
及
び
其
支
流
明
東
川
に
限
ら
れ
､
来
及
び
商
は
素
木

川
及
び
其
支
流
追
悼
川
に
劃
さ
れ
､
束
閣

㌻
四
粁
､南

北

㌻
七
粁
の
固
域
で
､
北
に
は
楳
道
中
術
造
'
間
に
は

下
石
街
道
あ
-
交
通
至
便
で
あ
る
.

三
､
粘
忠
採
掘
の
沿
革

土
岐
日
蛙
目
粘
土
採
掘
の
濫
鯵
は
配
銀
の
微
す
べ
き

岐
阜
嚇
土
岐
‖
批
Et
粘
土
に
就

い
て

79
の
夜
-
明
か
で
覆

い
が
'
里
人
に
就
て
聞
-
に
､
約

七
十
年
前
有
牧
の
加
藤
和
膏
と

5,ふ
人
が
況
浬
で
始
め

て
之
を
採
掘
し
､
部
落
の
水
車
で
粉
砕
し
た
と

い
ふ
こ

と
で
あ
る
､
其
後
同
低
の
人
々
が
各
自
は
採
掘
し
濫
掘

し
た
結
果
坑
道
崩
壊
し
採
掘
を
中
止
せ
ぬ
ば
怒
ら
を
-

在
っ
た
､
明
治
三
十
年
頃
土
岐
口
の
人
が
始
め
大
河
原

に
､
次

い
で
迫
輝
に
開
坑
し
光
､
大
河
原
は
大
正
六
七
年

の
好
食
気
に
艦
掘
し
ね
た
め
採
掘
中
止
の
止
む
な

き
ほ

至
つ
た
が
大
正
十
年
に
土
岐
口
蛙
目
粘
土
株
式
骨

配
が

設
立
さ
れ
て
再
び
採
掘
を
始
め
'
今
日
に
至
っ

てゐ
る
､

軍
曹
(兼
山
)
の
四
坑
は
肯
き
時
代
に
同
時
に
開
坑
さ
れ

た
と
云
ふ
乙
と
で
あ
る
が

其
時
代
は
評
か
で
夜

5
'
鍵

鋳
洞
坑
は
大
正
七
年
の
開
坑
で
あ
る
｡

四
'
産
地
附
妃
の
地
質

本
地
域
は
梅
按
百
七
十
米
乃
至
二
宮
三
十
米
の
傾
斜

経
か
夜
丘
陵
地
で
､
花
園
岩
､第
三
紀
暦
及
沖
積
層
は
よ

-
構
成
5Jb
れ
て
屠
る
'
花
園
岩
は
第
三
紀
層
に
被
ほ
れ

て
東
南
部
塞
木
川
樺
の
切
割
に
小
置
域
に
露
出
し
て
居

る
'
此
岩
石
は
東
亜
暦
を
貫
き
て
噴
出
し
た
も
の
で
t

tO
七

二
五



地

織

解
二
十
三
怨

品

雲

母

花

崩

岩
は
屈
し
､
其
成
分
錬

物

た

る
長

石

及

石

基

の

粒

の

大

ru
.1
糎
以
下
で
あ
る
が

概

し

て

粗

粒

で

あ

る

0第

三

紀

層

は
花
岡
岩
を
被
覆
し
て

丘
陵

地

を

構
成
し

て

ゐ

る

･.

之

を
下
部
厨
･中
部
圏
｡上
部

暦

に
分
け
.る
､

第

一

固

下
部
暦
は
角
蝉
岩

｡
貫
岩

｡
砂
岩

｡
凝
次
岩
等
の
互
暦

で
あ
っ
て
､
産
衣
岩
は
三
糎
内
外
の
軽
石
を
含
み
柔
軟

で
あ
る
.
大
河
原
及
軍
曹
に
於
で
は
介
化
石
を
埋
減
し

第
二
放

言
八

二

六

で
ゐ
る
p
頁
岩
は
砂
岩
を
碑
び
､
塵
々
ほ
粘
板
岩

｡
殉

岩

｡
花
閣
岩
の
磯
を
含
み
'
砂
岩
も
時
々
灘
を
混
じ
LtJ

ゐ
る
｡
下
部
暦
は
北
部
及
西
部
の
丘
陵
地
の
中
腹
以
下

は
露
出
し
､
西
側
の
政
商
船
井
月
洞
入
口
に
放
て
は
､

走
向

N
5
0
｡W

傾
斜

N
E
5
.
大
河
原

(
西
山
)
入
口
の

東
側
に
於
で
は
走
向

N
25房
傾
斜

S
E
2
5
｡
辛
樺
入
口

に
於
で
は
走
向

N
6
0oE
傾
斜

S
E
2
0｡
で
あ
る
｡
中
部

暦
は
木
節
粘
土

･
蛙
目
粘
土

･
白
粘
土

｡
砂
及
粘
土
の

互
暦
よ
り
戚
-
､
下
部
暦
を
不
整
各
に
被
覆
し
て
各
地

域
の
蓮
縁
は
頗
-
露
出
し
て
居
る
｡
砂
粘
土
は
井
戸
洞

妹
の
北
方
よ
-1
丘
陵
の
四
線
を
北
に
延
び
'
上
田
を
過

る
塵
よ
り
漸
次
非
薄
と
な
み
で
速
に
尖
滅
し
.
叉
西
山

洞
､
辛
棒
の
北
部

｡
浬
岡
山
の
東
側
等
ほ
も
取
囲
し
て

ゐ
る
'
蛙
日
粘
土
は
南
北
二
値
域
は
発
達
し
其
南
区
域

は
井
月
洞
の
南
方
よ
わ
迫
鰐
川
の
斜
面
に
露
出
し
.
舵

匿
域
は
酉
山
の
下
洗
口
附
近
ほ
少
し
-
露
出
し
､
rJ
れ

よ
-
丘
陵
の
線
を
北
に
池
-

l
度
絶
ゆ
る
も
蒋
び
未
練

に
露
出
し
て
ゐ
る
.
木
節
粘
土
は
慈
門
坑
東
部
､
井
戸

洞
の
両
側
の
斜
面
に
露
出
し
て
ゐ
る
が
置
域
は
狭

い
｡



上
郷
圏
は
主
と
し
て
磯
よ
-
な
-
粘
土
及
砂
の
薄
層

を
挟
有
し
､
厚
さ
は
､
三
十
米
乃
至
五
十
米
ほ
し
で
略
々

水
平
に
中
部
圏
を
不
整
<
=
に
被
捜
し
て
ゐ
る
､
砂
粘
土

中
に
多
-
の

板
状
の
褐
餓
鍍
扱
高
師
小
伊
を
挟
有
し
.

又
酉
両
ほ
て
は
英
須
土
を
附
着
せ
る
磯
を
座
す
｡

沖
積
暦
は
迫
樺
川
流
域
に
聴
達
し
､
灘
砂
及
粘
土
よ

与
成
る
.五
'
蛙
目
梅
丘
の
分
布
及
産
出
状
態

第
三
紀
中
部
圏
中
に
挟
塞
す
る
粘
土
は
､蛸
目
粘
土
･

木
節
粘
土

･
白
粘
土

｡
及
位
川
に
構
え
ざ
る
粘
土
で
'

其
の
露
出
の
状
態
は
前
に
述
べ
た
｡
中
部
圏
は
意
門

｡･

井
戸
洞

｡大
河
掠
ハ
酉
-;
)
｡
串
樺
(東
山
)
に
瓦
-
て
祁

街
す
る

p而
し
て
木
節
粘
土
は
本
地
域
の
南
部
に
露
出

L
p
其
の
上
に
蛙
日
粘
土
層
が
あ
-
'
更
に
其
上
を
白

粘
土
が
被
ふ
て
ゐ
る
P
蛙
日
粘
土
は
'
昭
子

｡
中
子

｡

弟
子
の
三
つ
に
分
け
る
､(蛙
目
の
性
質
の
項

を
参
照
)｡

其
成
層
状
態
は
第
三
閲
の
如
-
で
あ
る
｡

卵
巣
寺
川
の
西
斜
面
p
卑
浬
.
八
五
郎
坑
の
北
方
に
厚

さ
C
｡七
光
の
嫡
子
露
出
す
る
も
鐘
鋳
洞
坑
の
庸
東
方
は

敗
北
感

土
岐
〓
枇
日
新
土
に
就

い
て

第

二

於
て
地
下
に
捜
し
て

ゐ
る
｡
大

河

原

(
西

山

)
に

於

で

は

下
坑
口
の
南

方

及

新

坑
口
に於
で

何

れ

も

厚

溝

二

五

米

の

甲

子

が

露

出

し

て
ゐ
るが
､

前

田

の

北

方

に

延

長

し

て

尖

激

し

で

ゐ

る

.
迫
障
川

の

北

斜

面

に

於

で

は

竃

下
よ
-
慈
門

に

瓦

少

木
節
粘
土

の

上

に

厚

r
u
三

光

の

稲

子
が
あ
る

が

慈

円

附

鑑
で
は

犀

r
u
一
｡
混

米

の

張

子

の

7完

二
七



地

球

箪
二
十
三
谷

下
に
厚
さ
凹
米
の
中
子
が
露
は
れ
で
ゐ
る
O
迫
梯
川
の

商
斜
面
砦
川
ほ
て
は
柴
山
坑
口
に
厚
ru
二
･末
光
の
嫡

子
が
露
出
し
て
ゐ
る
｡

次
は
成
暦
状
態
を
見
る
ほ
各
所
多
少
典
な
る
朗
が
あ

る
｡
即
ち
灘
厨
(時
は
鮎
土
砂
及
褐
炭
を
挟
有
す
)
の
下

に
砂
鮎
土
成
暦
し
.
其
下
は
西
山
に
で
は
白
粘
土
(
厚
ru

四
｡五
米
)
昭
子
(
二
五
米
)
｢
キ
ク
｣

粘
土
(
1
米
)
中
子

(
㌻
玉
来
)
の
順
序
に
成
層
し
､
慈
円
坑
に
で
は
温
子
(

∵
TrTIJ
米
)砂
(
三
光
)申
子
(
四
米
)
叉
夕
立
坑
ほ
て
は
張

子
(
三
米
)
中
子
(
四
米
〕
親
子
(
二
米
)
の
順
序
で
あ
る
.

要
す
る
に
土
岐
口
蛙
日
粘
土
層
は
白
粘
土
の
下
は
あ
っ

て
､
弧
子

｡
中
子

･
射
手

･
木
節
粘
土
の
順
に
成
層
し
､

弧
子
と
中
子
と
の
間
に
は
雲
母
を
含
ひ
厚
n

一
光
乃
菓

∵
五
兼
の
所
謂
｢
キ
ラ
｣
粘
土
を
挟
む
散
骨
と
し
て
ゐ

る
｡
虹
日
粘
土
の
賦
布
置
城
は
略
々
長
方
形
は
し
て
射

手

｡
申
子
は
全
階
に
亘
み
て
教
壇
L
t
張
子
は
南
部
の

み
磯
逢
し
て
ゐ
る
政
で
あ
る
｡
但
し
迫
鰐
川
の
甫
斜
面

即
ち
柴
山
坑
附
走
は
嫡
子
の
み
で
あ
る
｡

斯
-
し
て
錫
子
及
中
子
は
下
部
及
中
部
に
頗
域
を
占

鮮
二
統

〓
o

二
八

め
､
張
子
は
小
区
域
を
領
し

て
一
大
粘
土
層
を
構
成
し

て
ゐ
る
其
成
因
は
花
梅
岩
の

風化
し
た
物
が
沈
澱
堆
積

し
た
も
の
で
､
花
柄
岩
が
そ
の
場
で
風
化
し
寄
畑
し
て

生
成
し
た
所
謂
暦
政
と
は
各
-
異
な
る
も
の
で
あ
る
｡

土
岐
郡
各
所
(
下
石
町

｡
宴
木
町

｡
駄
知
町

･
笠
原
町
｡

肥
田
村
)
に
も
蛙
日
粘
土
層
は
あ
る
が
､土
岐
口
の
如
-

原
潜
で
し
か
79
良
質
の
も
の
は
無
い
の
で
あ
る
｡
土
岐

口
の
蛙
日
粘
土
の
み
が
何
故
斯
-
良
質
で
あ
る
か
即
ち

此
地
域
に
阻
み
陶
土
化
作
用
が
よ
-
行
は
れ
た
か
と
云

ふ
乙
と
は
今
日
荷
明
で
な
い
'
之
は
今
後
の
研
究
に
伐

た
ぬ
ば
な
ら
伯
｡

大
､
採
掘
の
現
状

土
岐
口
の
蛭
田
粘
土
は
厚
さ
磯
暦
に
被
覆
さ
れ
て
ゐ

る
故
露
天
堀
に
よ
カ
採
掘
す

る
こ
と
が
出
水
な
い
､
即

ち
四
方
よ
少
坑
道
ほ
て
採
掘
し
て
ゐ
る
｡

採
掘
は
土
岐
日
置
民
に
眼
力
許
可
rhれ
Y
採
掘
業
者

は
1
坑
口
に
封
し

一
ケ
月
二
十
閲
を
支
排
ふ
定
め
で
あ

る
｡

山
舷
は
磯
株
舘
に
依
少
普
通
種
の
長
n
十
米
と
し

て
ゐ
る
様
で
あ
る
｡
開
掘
督
時
は
上
下
線
共
は
堅
固
で



惰

っ
て
採
掘
も
容
易
で
あ
っ
た
が
､
採
掘
跡
に
は
充
填

を
施
ruず
.
天
盤
の
日
蝕
魔
下
を
待
ち
､
其
の
上
に
各

坑
と
79
一
允
の
計
塞
夜
-
各
自
か
任
恵
に
採
掘
し
.
何

か
も
多
-
は
蒲
負
制
圧
在
る
が
た
め
採
掘
を
急
ぎ
､
濫

掘
に
階
-
､
各
所
常
は
崩
壊
し
､
然
る
時
は
直
ち
に
坑

道
を
英
側
に
掘
る
故
坑
内
の
危
険
は
益
々
加
は
み
採
掘

困
難
と
な
っ
た
｡
数
十
年
前
よ

り
採
掘
し
て
居
る
が
坑

内
閲
在
る
も
の
79
な

い
の
で
各
自
は
唯
々
魂
柱
を
目
標

に
掘
進
し
て
居
る
有
様
で
隣
っ
て
菌
株
は
脅
し
た
-
'

隣
-
の
坑
道
は
貫
通
し
た
-
す
る
春
は
屡
々
で
あ
る
'

断

る
有
様
で
あ
る
か
ら
今
後
如
何
に
完
全
は
採
掘
せ
ん

と
努
ひ
る
も
少
-
も
約

一
割
伐
は
放
棄
す
る
乙
と
J
な

る
で
あ
ら
う
｡
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相
川
の
新
枕
は
北
部
に
賦
称
す
る
舶
十
の
増
朴
を
接

収
す
る
目
的
で
'
現
在
は
坑
〓
よ
か
約
fc
八
十
兆
掘
進

し
此
肘
に
於
け
る
1
ir
Jは
二
･円
米
で
あ
る
.
上
枕
皮
下

坑
は
北
ハに
地
目
机
土
の
下
の
木
節
粘
土
は
聞
枕
L
t
⊥

枕
は
滋
南
方
に
掘
進
L
t
途
中
分
岐
し
て
北
東
に
向
い
t

や
搾
申
目
端
に
S
.̂始
し
､
此
仇
止
で
は
i
i
r
三

水
の
申

子
を
杵
lk
し
て
ゐ
る
｡
下
戊
は
･=
;枕
に
平
行

し
て
枕
滋

を
掘
進
L
t
延
長
川

:望
,九
十
米
の
引
･:>:で
は
〃
rJ三
水

の
張
丁
'
1t
rJ:ニ
瀬
の
申
子
h
IT採
収
L
t
近
-
夕
i>;枕
に

淡
泊
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
｡
井
1i1
洞
に
は
井
ハ
洞
蛇
､
肌

.J
枕
及
節
二
坑
の
∵
玩

道
が
あ
る
､
何
れ
も
木
節
粘
土

井 Jl 洞 IJJ'L'k
m
枕
し
､
井

戸

洞
枕
は

引
立

に

て
中
手
を
採
取
し
'



節

‥
坑
は
井
ti1
洞
枕
と
咋
行
に
掘
進
し
､
引
i>:て
は
腔

rJ三
･五
米
の
申
子
及
ば
さ
一
米
の
弟
子
を
採
取
し
'
第

二
坑
で
は
北
方
に
向
JJt
は
さ
川
北
の
小
手
h
.牒
取
し
て

ゐ
る
0
慈
円
に
於
け
る
丸
大
坑
は
木
簡
朴
十
､
煮
門
坑

･
夕

If>:枕
放
淑
訪
JI杭
は
北
ハに
蛇
口
粘
土
の
鉱
山
ーこ
開
坑
L
t

し
た
-
し
て
そ
の
境
界
例
で
な

い
か
ら
希
部
の
坑
道
を

淡
;
ほ
し
く
自
由
に
蛇
‖
粘
土
を
採
掘
L
t
之
を
不
等

に
分
配
し
て
ゐ
る
｡
坑
道
の
中
途
は
LZ
1ru約
三
水
の
中

子
で
あ
る
が
､
引
立
ーこ
放
て
は
諏
紙
状
に
で
.ii
r
,円
米

四
坑
道
何
れ
も
略
々
北
方
に
向
つ
て
推
進
し
'
其
採
掘

.ia
域
は
狭
並
で
枕
滋
は
互
に
耶
迫
し
わ
み
'
或
は
接
並

岐
t;L
餅
L
'岐
日
出
‖
机
上
に
就

い
て

の
申
子
'
慈
円
坑
ーこ
て
itru二
光
の
派
手
及
〃
ru三
光

の
申
子
を
採
取
し
'
丸
大

坑
及
夕
立
坑
で
は
共
に

〃
rJ

一
･二
米
の
易
十
を
採
取
し
て
ゐ
る
｡

二
三

.∵
【
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球

節
二
十
三
潜

幸
浬
の
四
坑
は
何
れ
も
第
三
配
下
部
厨
に
開
坑
し
､

中
ロ
珠
及
鐘
帝
網
状
は
共
に
西
山
の
上
杭
に
貫
通
し

て

ゐ
る
､
是
等
は
何
れ
も
厚
n
約
三
米
の
中
子
を
採
取
し

て
ゐ
る
の
で
あ
る
'
上
口
坑
及
丸
穴
坑
は
於
け
る
蛙
目

粘
土
の
成
暦
第
四
間
の
(
イ
)
(
P
)
の
如
-
で
あ
る
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は
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ほ
て

運
搬
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杵
ほ
て
粉
粋
し

な
時
に
瞭

べ
て
今
日
は
格
段
の
相
連
で
あ
る
｡
現
在

一
ケ
月
の
平

均
採
掘
畳
む
見
る
と
左
の
迫

-
で
あ
る
｡
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L
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火
坑

地
目
粘
土
の
賦
存
面
積
は
約
四
十
八
寓
二
千
五
十
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で
其
の
拙
減
畳
は
四
百
七
寓
五
千
七
十
噸
で
あ
る
｡
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採
掘
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静
負
の

方
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よ
-
一
基
(
宵
貫
積
)
は
付

き
十

五
銀
乃
至
式
拾
銀
を
支
排
ふ
乙
と
は
在
っ
て
ゐ
る

､
此

貸
銀
は
蛙
目
粘
土
以
外
の
粘
土
に
封
し
て
も
同
等
で
あ

る
か
ら
蛙
日
粘
土
百
貨
は
対
し
て
相
皆
高
さ
採
掘
賃
を

細
っ
て
ゐ
る
評
で
あ
る
｡
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柴
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告

三

人
0

蛇
舟
嚇
土
岐
目
地
日
粘
土
に
就

い
て

期
-
し
て
土
岐
口
虹
日
粘
土
は
約
四
百
七
常
五
千
七

十
噸
を
埋
蔵
し
て
屠
た
が
窯
業
の
磯
展
と
北
ハほ
次
算
に

其
採
掘
高
も
糖
加
し
郡
内
及
堀
外

へ
多
畳
は
搬
出
し
た

LJ
め
､
今
で
は
現
職
畳
の
大
部
分
が
採
掘
r
u
れ
p
今
後

毎
年
五
箇
噸
つ
5/
採
掘
を
帽
潰
し
た
孜
ら
ば
'
あ
と
幾

年
も
廠
覆

い
内
に
贋
坑
と
在
る
様
な
状
態
で
'
良
質
陶

土
産
地
カ
る
土
岐
口
の
名
は
永
久
に
顧
み
ら
れ
夜
-
衣

る
の
79
遠

い
事
で
夜
か
ろ
う
｡
故
に
採
掘
法
を
工
夫
し

之
を
般
彊
す
る
様
に
す
る
輩
が
必
要
で
あ
る
｡

叉
土
岐
口
蛙
日
は
代
る
べ
q
u粘
土
を
漁

め
準
備
し
龍

-
事
が
必
要
で
あ
る
が
､
之
は
串
に
も
美
濃
困
惑
郷
郡

鶴
岡
相
原
附
近
の
丘
陵
地
に
面
積
四
十

一
菌
七
千
六
官

七
十
平
方
米
に
亘
-1
平
均
厚
さ
四
米
乃
至
九
兼
の
蛙
日

粘
土
層
が
あ
っ

て現
減
免
は
三
百
十
二
甫
六
千
五
百
噸

あ
っ

て､
同
所

では
此
外
白
粘
土
､
四
十
六
薗
噸
､
及

木
節
粘
土
二
十
二
嵩
噸
を
棚
減
す
る
か
ら
､
美
浪
焼
或

は
日
本
の
陶
磁
兼
原
料
に
封
す
る
不
安
は
や
～
除
か
れ

る
葦
で
あ
る
.
原
村
ほ
て
は
土
岐
H
の
失
敗
は
鑑
み
其

採
掘
法
に
注
意
し
て
濫
掘
を
防
止
し
て
'
組
合
ほ
て
統

〓

屯

三
三



地

球

解
二
十
三
懲

刷
版
嚢
し
て
ゐ
る
〇

七
､
永

簸

方

法

班
内
よ
む
運
搬
ru
れ
た
蛙
目
粘
土
は
大
部
分
は
水
簸

工
場
ほ
て
水
魚
さ
れ
る
.
水
攻
は

一
般
に
次
の
順
序
は

行
は
れ
る
｡

諾

↓
搾

器
塩

梅

澗

舶
1te
r
p
ress
請

場

鈴
木
今
工
場
に
就

い

て

見
る
に
横

枠
器
二
壷

(
直
種

〇
･八
四
米
､

長
さ
二
二

米
と
直
種
〇
･八
四
米
､
長

さ
一
三

米
)
樋
(
長
さ
五
十
玉
来
)
fi
tter
p
re
s
s
二
組

(
一
組
は
p
ress
す
る
布
二
･七
米
の
問
は
六
十
枚
)
が

あ
っ
ノ上
二
馬
力
の
動
力
を
用
ひ
､

1
ケ
月
に
二
千
四
宵

貫
の
原
料
を
藤
班
し
､
水
攻
蛙
日
三
百
六
十
貫
を
製
造

し
て
居
る
､
即
ち
水
簸
蛙
目
の
賓
収
率
は
約
十
五
パ
ー

セ
ン
ト
で
'
布

一
散
に
つ
き
三
賞
日
(
五
時
間
を
要
す
)

で
あ
る
｡
そ
の
内
謬
む
見
る
ほ
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五
十
五
箕

文
中
等
の
水
綾
蛙
日
を
製
造
す
る
と
せ
ば
原
料
百
貨
よ

節
二
雛

〓T,

三
四

-
十
七
貰
乃
寅
十
九
賞
を
得
る
事
が
出
凍
る
｡

水
麓
蛙
日
は

用途
は
よ
-
多
少
を
の
性
質
を
鍵

へ
る

必
要
が
あ
る
の

と又
各
坑
よ
-
出
る
脱
鼎
粘
土
の
性
質

が
多
少
異
な
る
は
依
-
各
工
場
に
放
け
る
水
簸
蛙
目
の

賓
収
率
は
幾
分
異
な
っ
て
ゐ
る
｡

今
蛙
日
粘
土
の
陶
汰
分
析
の
結
果
を
他
所
の
も
の
と

比
較
す
る
と
左
の
過
少
F
'あ
る
O

料
粒
(○
ユ
三
三
二瓶
)

柵
砂
(
∞
‥
完

訳

重
)

微
砂
(
那
.0..詣

桝
乃
)

響

(∞
‥.I,蒜

脚
室
)

徽
土
(〇
･〇
一粍
以
下
)

水
練
地
目
米
収
率

弟
地
図

粍

銀

牌

朝

鮮

土
岐
H

山

日

並

親
潮

六
三
三

二1

四
七
二

相

二
六
｡
五
五

'L四
｡〇
九

一
六
ェ
二

七

エ

ハ六

丁

九
八

一
二
六

飼
｡
五
八

一
･
lL
二

二
〇
八

八
･
五
九

1
九
｡
五
八

三
七
エ
ー二
五
二
エ

ハ
二

一
割
五
分

三
割

土
岐
日
各
坑
道
ほ
て
採
掘
n
れ
ね
蛙
目
粘
土
は
二
五

の
水
簸
工
場
二
〇
の
粉
砕
工
場
及

一
一.の
琶
士
工
場
等

に
分
配
rb
れ
'
水
簸
物
粉
砕
物
叉
は
琶
土
と
し
て
搬
出
:

ru
れ
る
｡



工
場
の
分
布
状
況
は
第
五
園
の
如
-
で
あ
る
､
叉
各
坑
別
搬
出
先
は
左
の
迫
-
で
あ
る
｡
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内. 内 一党 ｣二原!- 岐 良 .略名古lu

鮮
二
娩

二
八

三
六

ル
二
箇
社
有
し
五
十
馬
力
の
電
力

を
用
以
て

一
ヶ
年
に

六

百
乃
至
七
百
噸
を
魔
旧
し
て
ゐ
る
｡

次
に
土
岐
日
焼
目
が
如
何
な
る
方
面
に
配
給
さ
れ
あ

る
か
む
調
べ
る
ほ
昭
和
六
年
は
次
の
通
-
で
あ
る
｡

蛙
日
粘
土
の
水
族
蛙
日
の
搬
出
先
は

七
制

裁
満
月

(月
三
甘
岬
)

三
測

大

阪

(
月
二
十
噸
)

灘

梢

(
月
十
五
噺
)

淡

路

(
月
十

噸
)

小

倉

(
月
十

噸
)

炎

仙

(
月
八
十
噸
)

愈
工
場
は
最
大
の
工
場
で
大
部
分
の
粘
土
を
魔
押
し

其

1
ケ
月
生
鹿
高
は
五
寓
八
千
貫
で
あ
る
.
而
し
て
土

岐
郡
内
へ
の
二
菌
賞
以
外
は
､
聯
外
の
東
洋
陶
｡器

へ
一

苗
五
千
賞
､
日
本
陶
器

へ
一
粛
五
千
賞
､
日
本
塗
料

へ

四
千
貫
等
を
出
し
て
ゐ
る
､
又
同
工
場
の
水
攻
に
依
る

柾
砂
は
之
を
焼
珪
石
と
し
て
版
衷
し
て
ゐ
る
､
砕
砂
工

場

一
ヶ
所
あ
-
.
珪
砂
焼
栗
二
箇
'
粉
砕
用
ト
ロ
ン
メ

珪
砂
の
搬

出

先

は
大

阪

へ

(年
五
官
噸
)'栗
東

へ
(
年

二
百
噸
)
､帥
月
へ
(年
二
LTT噸
).
長
崎
及
九
州

へ
(年
宵

噸
)､
鹿
島

へ
(年
六
十
噸
)､
横
須
賀

へ
(車
五
十
噸
)那

主
を
も
の
で
粉
末
珪
砂
は
月
丸
首
倣
二

億
八
貫
目
)
敬

生
産
し
大
阪

へ
六
判
(
百
六
十
噸
)､
東
京

へ
四
割

(
苗

噸
)
を
搬
出
し
て
ゐ
る
､
債
格
は

1
位
三
十
五
銀
で
あ

る
〇

八
､
蛙
目
粘
土
の
性
質

蛙
冒
粘
土
は
.
花
崩
岩
の
凪
化
し
碍
服
し
た
も
の
が

･-･､



埴
科
し
わ
も
の
で
､
白
色
及
旗
色
を
量
す
る
粘
土
に
多

畳
の
石
英
及
長
石
粒
を
邪

へ
て
ゐ
る
､
石
英
は
概
ね
角

稜
あ
る
細
粒
で
粘
土
中
に
蛇
の
目
の
如
-
鮎
在
す
る
故

此
名
が
あ
る
の
で
あ
る
p
蛙
目
粘
土
は
'
赴
む
弧
千

･

中
子

｡
嫡
子
に
匿
別
す
る
'
昭
子
は
多
義
の
石
英
粒
を

酢

へ
る
も
の
で
淡
色
数
量
L
t
鮎
力
強
-
耐
火
度
高

い

も
の
､
射
手
は
多
畳
の
長
石
粒
を
鄭

へ
た
も
の
で
自
色

数
量
L
t
粘
力
嫡
-
耐
火
度
低

い
も
の
､
中
音
は
そ
の
中

間
で
適
皆
の
鮎
力
を
有
し
敢
･も
良
磐
の
も
の
で
あ
る
0

水
妓
蛙
目
(漉
蛇
口
)分
析
の
結
果
は
次
の
通
-
で
あ

る

0

･
si.
n
A
lも
∽F
e

e.
:･
C
a
O

MgOK
･30N
a･30
露

詣

甑

49･28
36･1
7
.
A

8
0･1
∞
0･06
0･14
0･12
13
･5
6

罰

46.98
37.ta
O.96
0.35
0.22

0126

0.21
LS･9L

E

缶
.91
38.4)
0
96
0AI

0,21
0_300
O-62
)3.42

含
永
量

土

岐
日
柾
目
の
含
水
敦
は
二
割
六

分
で
朝

鮮
磁
土
の
三
割
三
分
六
厘
'
赤
津
木
節
粘
土
の
四四
割
､

伊
賀
粘
土
の
四
割
三
分
七
揮
､

マ
イ
セ
ン
粘
土
(
濁
逸
)

の
四
割
三
分
に
比
し
て
甚
だ
少
い
､紀
州
粘
土
(溝
洲
)の

二
割
人
種
よ
少
は
多

い
､

一
般
に
是

等
粘
土
の
水
放
物

岐
･九

･聯
j
l岐

‖
排
日
粘
土
に
就

い
て

は
原
士
に
此
し
､
含
水
最
の
多

い
も
の
で
ー
土
岐
日
永

簸
蛙
目
の
含
水
量
は
三
割
五
分
五
厘
で
九
分
五
犀
の
翰

加
を
ポ
し
金
畳
の
約
三
割
六
分
に
替
わ
で
ゐ
る
｡

乾
燥
収
縮

土
岐
口
水
簸
蛙
日
の
乾
燥
収
縮
は
八
分

一
厘
で
朝
鮮
磁
土
の
六
分
入
庫
､
宮
蛙
日
粘
土
の
七
分

七
厘
よ
り
も
多
-
島
脱
蛙
日
粘
土
(伊
賀
)
の

一
割

一
分

五
厨
､
伊
賀
粘
土
の

.1
割
三
分
入
揮
う

マ
イ
セ
ン
粘
土

の
九
分
よ
-
は
少
な

い
｡

焼
成
に
依
る
撃
化

佐
藤
博
士
に
よ
る
と
､
蛙
日
粘

土
は
凡
て
源
似
し
た
収
縮
曲
線
堅
不
す
も
の
で
土
岐
口

蛙
日
は
常
況

に於
て
約

一
割
二
分
三
厩
収
縮
す
と
報
配

さ
れ

てゐ
る

､川
崎
氏
は
よ
る
と
土
岐
口
蛙
日
永
簸
物

の
線

収縮
は
ゼ
-
ケ
ル
錐
八
番

(S
K
t8
)
で
1
0.
8
7
0,Jo
で

S
K
IO
で

1).1
4
ojO.
S
K
14
で

LO
.)9
0/a
h
.示
し
'
土

岐
日
虹
日
原
士
は
収
縮
少
-

S
K
∞
で
4

.

320/0,S
K
L
O

で

6.
5
4%
,S
K
14
で

8
1
7
0,い
で
あ
る
と
云

ふ'
之
を

他
の
粘
土
と
比
較
す
る
と

第
六
周
の
様
で
あ
る
｡

灼
熱
減
量

土
岐
口
蛙
日
永
簸
物
の
灼
熱
減
量
は
t

S
K
8
で
11
.4
0,a.
S
K
IO
で
10
.
8
2
0/a.
S
K
14
で
10.
3
%
,

二
九

三
七
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同
原
士
は
S
K
8
で
6
.9
%
,
S内
)
0

で
7
.6

8
0/0,
SK
14
で

6
.9
5
%

を

印
し
､
之
を
他

の
粘
土

と
比
較
せ
ば
姉
七
閲

の
株
で
あ
る
｡

比
重

水
簸
物
の
比
重
は

S
E
8
で

2
.25,
S
K
L0
で

2
,25
と
な
-
､
焼
成
前
原
土
の
比
重

2.59
に
較
べ
て

0.24
の
減

少
数
示

し
て
ゐ
る
｡

耐
火
度

山
口
蛙
目
粘
土
(
愛
知
)生
来
蘭
(朝
鮮
)等

の
水
織
物
と
同
じ
-
ゼ
-･
ケ
ル
錐
三
十
五
番
で
あ
る
｡

色

ゼ
-
ケ
ル
錐
八
番
乃
寅
十
四
番
に
放

て白
勝
薄

青
堅

不
L
t
浅
井
氏
は
水
簸
物
の
ゼ
-
ケ
ル
錐
十
四
番

の
焼
成
物
を
鋸
槍
し
て
'
針
状
の
小
結
晶
よ
-
磯
達
し

輪
廓
明
白
な
ら
ざ
る
も
の
多
し
､
晶
子
亦
多
し
､
往
々

不
明
瞭
な
る
針
状
結
晶
の
並
行
せ
る
も
の
あ
-
､
石
基

中
の
吸
璃
憶
及
壌
孔
の
周
遊
に
あ
る
牧
璃
髄
中
に
は
石

英
の
残
片
あ
-
'
稀
に
新
鮮
在
る
ジ
ル
コ
ン
と
息
は
る

J
結
晶
存
す
と
報
骨
さ
れ
て
屠
る
｡

九
も
村
落
と
の
関
係

醍
醐
天
蓋
年
間
妊
書
式
の
撲
定
が
あ
っ
て
､
美
濃
も

陶
器
諏
質
問
に
な
っ
て
ゐ
ね
か
ら
朝
常
甘

い
時
代
に
焼

披
舟
艇
土
.岐
;
批
‖
粘
土
に
就

い
て

い
た
轟
薯
が
あ
る
が
何
塵
で
焼

き
し
か
明
で
な

い
｡
織

nl
信
長
時
代
は
陶
器
職
工
が
醐

月
地
方
よ
-
北
進
し
ね

た
め
､
東
浪
地
方
は
膿
に
な
っ
た
楼
で
あ
る
が
､
土
岐

津
町
は
評
で
老

い
､
岐
阜
楳
産
業
誌
に
依
る
と
天
正
二

年
藤
四
郎
な
る
も
の
土
岐
口
ほ
て
焼
き
ね
-
と

い
ふ
｡

磁
器
は
仁
孝
天
畠
文
政
六
年
頃
よ
か
瀬
戸

よ
-
俺
習
し

て
始
め
た
ら
し

い
｡
穂
川
時
代
に
土
岐
津
は
天
領
で
あ

って
保
護
干
渉
在
-
収
税
の
み
行
は
れ
､
従
っ
て
幾
枚

は
笠
松
陣
屋
で
取
扱
<こ
､
産
物
は
尾
州
公
の
管
叩
保
護

を
受
け
'
名
古
屋
の
蔵
元
に
て
虜
押
し
た
､
即
織
元
在

る
制
度
の
下
に
陶
磁
器
販
質
種
が
狗
占
せ
ら
れ
､
乙
の

銅
門
数
経
ぬ
ば
搬
出
が
許
さ
れ
在

い
の
で
充
分
陶
栄
藤

連
せ
ず
'
明
治
時
代
に
な
っ
て
之
が
膚
止
せ
ら
れ
て
よ

か
急
に
敬
展
し
た
.

桝
治
初
年
岩
村
滞
支
配
朗
窯
株
調
べ
に
依
る
と

土
岐

{
#::=株
1
迅

蹄

九
郎
外
七
名

案

間
数
十
七
閃

松
次
郎
外
六
名

〝

六

問

一
曲

惣
助
外

十五
戟

〃

源
先
付
門
外
二
名

〃

十
三
岡
六
間

を
徹
し
て
79
わ
か
る
｡1.二一

三

九
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昔
時
は
泥
棒
の
弱
粉
を

盛
に
偲
用
し
､
帝
之
倉

･
醐

13
,
｡
陶
材
方
面

へ
馬
の
脊
に
依
ム
運
搬
し

てゐ
た
､
そ

の
後
土
岐
口
の
弧
粉
が
見
地
ru
折
し
も
使
用
法
を
知
ら

ず
之
が
利
用
法
研
究
ru
れ
て
よ
-,h
(
明
治
廿
年
頃
)使
用

す
る
も
の
樹
卸
し
､
忠
に
搬
出
が
盛
に
な
み
下
水
攻

を

本
業
と
す
る
も
の
漸
-
塘
卸
せ
む
｡

約
二
蛇

三
二

四
〇

と
意
力
人
口
は
約
二
･
四
倍
と
な
ら
で
増
加
率
大
で
あ

る
○職
業
別
は
別
け
る
と
次
の
様
で
あ
る
｡
(

工
業
は
陶
磁

業
に
輔
係
す
る
79
の
､
基
地
は
童
と
し
て
鼻
倒
業
で
あ

ら
)加

代

二
位

菜

一

戸

人

土
岐
津
町
の
人
口
の
増
加
を
見
る
と

戸

数

別
的
二
十
二
舛

〃

二
十
七
舛

〝

三
十
二
年

〝

三
十
七
年

〃
四
十
二
坤

大

正

三

坤

〃

八

咋

〃

十
二
年

〃

十
叫
舛
(
槻
訓
)

昭
和

囲

叫

昭

利

先

非
(
蛸
調
)

昭

利

八

咋

糊
五
九

四
四
八

:Tm
い
川

北
三
七

五
六
七

六
三
八

六
九
八

八
八
二

..
I
.1,/
.
.i

T
P
〇五
二

‥
二
二
<
p-I

.1
'
.L
凹
二

人

目

二
㌧
三
五

ti
人

ニ
'
六
七
し

こ
'
六
誠
九

二
､
九
四
八

二
､
九
六
五

三
'
二
川

.i

三
'
九
七
〇

四
'
八
六
七

五
'
三
二
九

九
'
九
二
三

五
へ
六
〇
七

六
t
TJTl
六
七

大

T-]
元

非

人

止

;<

叩

大

正

十

坤

大
lgE
十
五
咋

昭

利

#
,
咋

昭

和

八

..坤

八
宍
望
三
)

八
宍
阿
究
)

八
宍
四
篭
)

九〇
(
男
])

70
宍
雲
ー
)

九
七
(至
e

コ

業

戸

人

一元
(
(
蒜
火
山
〕

三
14.(
二
ハ菜
)

売
(
(
1究
?
)

望
柴
重
責
)

四
〇宍
二
三
e

宍
宍
二
三
四
)

杓

深

戸

人

山三
〔還
れ
)

虫
ハ(
四
O火
)

忠
(
責
○
)

三

(八
空

)

Ⅶ

一望
(
〓
責
)

ニ
ハ只

三
]商
)

‥-1二
へ

仙

戸

人

品
ニ
(望
七
)

柴
0
(
蒜
O
taj

(
皇
(
凹
蒜

q
)

18
八
(
I四柴
)

究
只
1YL三
)

貿
0
(
六
生
)

農
業
は
依
然
と

し

て
噂

減

少

-
工
業

は

漸

進

的

に

樹

加
し
た
が
陶
磁
器
が
統
制
n
れ
ね
結
果
噂
加
を
く
反
っ

て
減
少
し
雪

従
っ
て
そ
の
反
動
と
t
で
商
業
方
面

へ

播
換
し
益
々
槍
加
す
る
傾
向
が
あ
る
｡

工
業
(製
陶
業
)
の
鼻
達
を
調
べ
る
ほ

鍛
造
小

工

場
…

昭

和

八
年
の
♪
数
は
明
治

三

十
二
年
に
此
し

約

二
情

別
納
四
十

一
舛

別
納
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十
二
非
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八

三
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<
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九
〇
六

八
六
四

九
二
光

菅
の
遺
物
た
る
於
材
を
燃
料
と
す
る
登
窯

は
近
代
的

の
石
炭
を
使
用
す
る
石
炭
窯

の
た
め
は
駆
逐
さ
れ
た
'

製
造
工
場
も
昭
利
五
年
に
は
多
数
に
な
-
て
版
巽
に
困

却
し
五
年
八
月
統
制
し
た
結
果
､
工
場

は
減
少
し
た
が

蕉
庚
は
確
北
せ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
｡

次
に
昭
利
八
年
に
於
け

る
土
岐
津
町
の
製
陶
業
闘
係

l1
数
を
見
る
と
次
の
迫
-
で
あ
る
｡

製
陶
業
(
本
業
)
月
数
百
二
十
六
月
で
盆
健
月
数
千
宵

四
十
三
月
で
約

一
割

一
分
で
之
に
附
随
邸
業
を
合
せ
て

二
宵
十
六
月
の
酌

小
判
八
分
に
常

つ
･tJ
ゐ
る
｡
叉
製
陶

業
に
闘
係
あ
る
月
数
を
合
す
と
約
八
割
に
歯

カ
'
如
何

に
陶
業
が
普
町
の
任
命
で
あ
る
乙
と
が
明
瞭

で
あ
る
｡

陶
業
に
従
事
す
る
職
工
人
数
を
調
べ
る
に
次
の
迫
で

あ
る
｡
(
)

は
鮮
人
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三
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1
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一
九
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(
五
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岐
舟
倣
土
岐
〓
駄
目
机
上
に
就
い
て

製

陶
に
従
事
す
る

ロ
ク

ワ
職
工
は
､
高
山
は
百
五
十

八
人
､
土
岐
口
は
百
九
十

11
人
で
合
計
三
百
四
十
九
人

で
あ

っ
て
､
金
髄
の
職
工
数

は
九
百
二
十
五
人
で
町
民

の
約

一
割
五
分
で
､
ほ
と
ん
ど
町
の
現
任
者
で
あ
る
が

少
数
が
隣
村
肥
田
方
面
よ

み
入
っ
て
ゐ
る
｡
亦

ロ
ク

口

数
五
百
四
十
八
姦
(
キ
カ
イ

ロ
ク
ロ
五
百
十
三
姦
)
で
現

在
使
用
は
三
宵
四
十
九
塵
で
百
九
十
九
轟
は
休
止
し
て

ゐ
る
､
過
れ
は
好
意
朱
時
代
に
槍
設
し
た
も
の
で
音
感

大
在

-?
し
偽
が
偲
ば
れ
る
｡

ロ
ク

ワ
は
工
場

ti
月
平
均

.こ
i'...1.

円

.[



地

球

節
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十
三
食

倒

二
二
毒
で

ロ
ク
ロ
輝
は
二
･
七
人
職
工
は
七
･
二
7人
に

潜

っ
て
ゐ
る
｡
昭
和
七
年
調
べ
に
依
る
と
日
本
金
閣
陶

磁
器
製
造
工
場
六
千
四
付
七
十
四
の
内
五
千
四
百
六
十

二
は
職
工
数
二
菌
七
千
二
百
七
十
六
人
を
含
抱
し
職
工

平
均
数

一
工
場
に
四

･
七
人
で
庄
産
衛
は
各
階
の
六
十

七
%
に
思

っ
て
如
何
に
我
問
の
陶
工
業
が
五
人
以
下
の

家
内
工
業
で
之
が
主
要
在
る
位
置
を
占
め
て
ゐ
る
か
が

わ
か
る
｡
土
岐
津
は
平
均
数
七

二
二
人
在
る
故
前
者
の

も
の
よ
-
二

･
七
人
だ
け
多

い
'
即
陶
磁
器
工
場
と
し

て
は

一
般
は
成
績
良
好
で
盛
在
る
わ
け
で
あ
る
､
こ
れ

は
原
料
の
外
製
産
す
る
晶
に
依
る
も
の
で
次
に
示
す
製

晶
及
産
出
高
が
物
語
っ
て
ゐ
る
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む
焼
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革
に
在
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の
内
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る
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且
之
を
多
治
見
町

へ
奪
は
れ
し
純
米
'
土
岐
口
の
蛙
日

粘
土
を
財
源
と
し
陶
業
方
向

へ
と
樽
じ
'
町
民
協
同
し

て
事
業
を
糊
み
し
結
果

一
大
工
業
ー豆
と
鼻
-
年
々
教
展

の
有
様
は
於
-
程
で
あ
る
､
然
る
に
そ
の
財
源
た
る
蛙

日
粘
土
も
漸
-
終
-
恕
告
げ
ん
と
し
て
ゐ
る
､
之
が
1原

料
供
給
問
題
は
日
下
の
急
落
で
あ
る
.
串
に
も
原
附
鑑

に
豊
富
在
る
蛙
日
粘
土
が
磯
風
さ
れ
た
み
と
は
い
へ}､

土
岐
口
蛭
田
粘
土
を
最
も
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
が
陶

業
者
の
務
で
あ
る
と
恩
ふ
｡

潤
筆
に
督
-
御
校
閲
を
賜
は
-
し
元
地
質
調
査
所
技

師
簡
野
信
雄
氏
､
御
援
助
を
輿

へ
ら
れ
し
岐
阜
膳
陶
磁

器
試
鹿
場
長
井
操
拾
音
氏
'
森
川
土
岐
津
町
長
及
び
土

岐
津
小
撃
枚
訓
導
三
宅
勝
美
氏
に
探
糾
す
｡

甲
斐
御
勅
使
用
扇
状
地
近
傍
の
諸
問
題
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手

軍

造

氷
河
遺
跡
に
就
い
て

元
来
本
扇
状
地
近
傍
の
市
ノ
瀬
基
地
'
龍
岡
轟
地
等

は
興
味
あ
る
存
在
で
あ
っ
た
｡
市
ノ
瀬
基
地
は
育
甲
府

潮

(
私
は
甲
府
潮
の
存
在
を
現
世
攻
で
揮
薦
rb
れ
ね
と

侶
ず
る
故
化
石
湖
と
呼
ば
を

い
)
時
代
の
三
角
洲
で
あ

ら
う
と
か
､
南
扇
状
地
で
あ
る
と
か
'
又
は
そ
れ
ら
が

叩
薮
御
勅
使
川
崩
批
地
紀
億
の
諸
問
題

傾
動
作
用
を
う
け
溌
も
の
だ
と
か
､
岩
錐
だ
と
か
､
龍

同
基
地
は
八
ヶ
岳
の
泥
流
に
ょ
る
集
塊
岩
で
あ
ら
う
と

主
張
さ
れ
て
ゐ
た
｡

し
か
し
右
の
い
づ
れ
か
と
し
ね
場
合
'
次
の
矛
盾
が

生
ず
る
｡
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